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糖尿病センターがスター トしました !

γ地域糖尿病診療のサポT卜をさせていただきます.γ

糖尿病センター (循環器・腎騰 代謝内科兼務)岩 野 正之

平成 23年 5月 16日 か ら、セカン ドオピニオン外来を

改修 して、糖尿病センターを開設 しました。今までは、

大学病院の糖尿病診療窓国が循環器・腎臓・代謝内科 と

消化器 。内分泌代謝内科に分かれていたため、紹介先が

わか りにくいと思われた先生も多いかと存 じます。そ こ

で、それぞれの内科か ら糖尿病診療に関わる医師 8名 (福井 博センター長、糖尿病指導医 1名、糖尿病

専門医 5名 を含む)が集まり、当センターにて糖尿病診療を専門に行 うことにな りました。さらに、当セ

ンターには、糖尿病認定看護師、療養指導士や管理栄養士などのコメディカル・スタッフも常勤で参加 し

てお り、糖尿病患者さんの トータルケアが可能になってお ります。血糖管理困難例ばか りではなく、イン

ス リンやGLP-1ア ナログ製斉1の 導入、あるいは療養指導 。フットケア・栄養指導のみで、ご紹介いただ

いても結構です。幅広 く地域糖尿病診療のサポー トをさせていただきたいと思います。さらに、当セ ン

ターの特徴は、糖尿病のほかにも、循環器、腎臓、あるいは消化器など、複数分野を専門とする医師が多い

ことであり、合併症の管理も可能な点です。

診療所か らご紹介いただいた患者さんは、難治例を除き、原則 として病診連携で管理させていただき

ます。患者さんの病態に応 じて、 3カ 月に 1回、 6カ 月に 1回、あるいは 1年に 1回、当センターをご利

用ください。

糖尿病は患者数が多いため、地域医療に携わる先生方との連携が特に重要になる領域であると考えてお

りま丸 まだまだスター トしたばか りで、試行錯誤の連続になると思いますが、スタッフー同、地域医療に

貢献できるように力を合わせて努力していきたいと考えてお ります。何卒よろしくお願い申し上げます。

隋炒能はね鰈、R緻祗魏魏卜巫鰈  呼成2鉾 7月現わ

1午前 1 岡 田 1 辰 巳 : 池 中 : 岩 野 : 久 保

診 :一
=:,一

一
一

■ 一
―

一
■

一

一

―

―

■ ― 一 一 :一 一

 

―

―
 :久 保

|ッ 奈良県立医科大学附属病院
Nara �lcdical University Hospital

だより

月

診

一一　

　

１

　

　

一　

　

２

一　
　
　
　
　
　
　
一

糖尿病療養指導 (フ ットケアも含む)および栄養指導、午前4人、午後4人
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乳腺外科の外来が新設されました
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消化器外科・小児外科・乳腺外科 中村 卓

16人 に 1人、これは 一生のうち 日本人女性が

乳がんに罹患す る確率です。今や、 日本人女性

のがん罹患率の第一位は乳がんであ り、当院で

も乳がん患者さんは増加の一途 をた どってお り

ます。

従来は消化器外科 。小児外科・乳腺外科 とし

て水曜 日のみ診察 をお こなってお りましたが、

この度、平成 23年 1月 か ら連 日使用可能な乳腺

外科 として専用の外来診察室 を設けることにな

りました。

専用診察室 となることか ら、 これまでよ りも

女性のプライバ シーに配慮された環境で診療 を

行 うことが可能 とな りました (も ちろん、男性乳がん患者さんの受け入れ も従来通 りお こなって

まい ります )。 乳がん治療は最新のエ ビデンスを取 り入れ、常に進化 しています。手術治療のみ

な らず、薬物治療、放射線治療な しには乳がん治療は成 り立ちません。

また、乳がん治療は、看護師、薬剤師、放射線技師、理学療法士、栄養士、ソーシャルワー

カー、事務職員など病院内全体の協力があって成 り立つ、チーム医療のよいモデルケースとされ

ています。

今後は地域の医療機関の皆様にも地域連携パスを通して乳がん治療にご参加いただくことで、

今までよリレベルアップした、患者さんのニーズを満たす治療を提供していきたいと考えてお り

ます。

これからも都道府県がん地域連携拠点病院として世界標準の治療をいち早く取 り入れていくと

同時に、患者さん中心に安心・安全、そして満足が得 られる平しがん治療を提供してまいります。

今後とも、皆様のご協力、ご指導賜 りますよう、よろしくお願い中しあげます。
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臨時手術、学会等により休診の場合があります。

可能な限り、地域医療連携室を通しての予約をお願いします。



地域医療連携室だより

1懇開設クリティカルバスの紹介・こ案離

◆5大がん地域連携クリテイカルバス <平成23年 7月 から運用開始>

・がん対策基本法に基づく「がん診療連携拠点病院」における地域連携クリティカルバス (以下連携パ

ス)の整備が示され、本院におきましても、関係機関のこ協力を得まして、5大がんの連携パスを運用

することとなりました。

・ 疾患毎に治療手帳 《私のカルテ》を作成し、地域の先生と当院の医師が治療経過を共有することで、

患者さんが安心して医療を受けていただくことが可能になります。

を持参して受診 |

・専門的な治療
・定期的な検査
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「私のカルテ」

◆虚血性心疾患地域連携パスの運用開始
・ 県のモデル事業として、急性期 (発症直後)の心臓病患者さんの円滑な治療を、診療所と連携する制度

として本院において、平成 23年 7月 から試行実施することになり志した。

イ ンターネット予約|

平成22年 5月 より実施しておりますが、実施診療科も10科となり、順調に展開しています。こ利用い

ただいている医療機関の先生方からは、『いつでも利用できる』、『使い勝手が良い』等こ好評をいただ

いております。弓|き 続き、インターネッ ト予約の充実を図つてまいりますので、是非こ利用ください。

(事前にユーザー登録が必要となりますので、地域医療連携室までお問い合わせください。)

実施診療科 (平成23年7月 1日 現在 )

○消化器 。内分泌内科 ○神経内科 ○消化器 。小児外科

○脳神経外科

○産婦人科

○リウマチセンター

○心臓血管外科・呼吸器外科 (※ )○整形外科 (※ )

○耳鼻咽喉科・甲状腺外科 ○皮膚、形成外科

(※ 一部実施していない専門外来もこざいます)
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予約担当者からお願い 。・・

・患者さんの基本情報などの記入もれにこ注意ください

・患者さんの情報は正確に記載ください
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地域医療連携連絡協議会の発足

奈良県域にある医療機関相互の連携を推進することを目的とし

て、平成23年 6月 29日 に発足しました。

この協議会では、地域連携パスの開発や運用実施、地域連携に

関する情報交換会などを行つてまいりたいと考えています。

協議会への入退会は自由で、幅広く医療機関の入会を歓迎いた

します。この協議会を核に地域医療連携をより推進してまいりま

すので、多くの方々の参力0をお待ちしています。

≪お問い合わせ先≫

協議会事務局 :地域医療連携室内

0744-22-3051 内線3151

セカン ドオピニオン外来

セカン ドオピニオンは電話による完全予約制です。予約なしでお受けすること|まできません。システムにつ

いてのこ理解をいただき、セカンドオピニオンを希望される患者さんへのこ案内をお願いいたします。 (費用

につきましては全額自己負担で、健康保険の適用はありません。)
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1相談申し込み

囲事前電h」:籠襖炉
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の記入依頼   ・ '‐

画像(CDフィルム)、

検査結果等の貸出を依頼

予約 日に来 院

※こ家族の場合は同意書も持参
※申込書、診療情報提供書、

1画像(CDフィルム)、1 
検査結果等を持参

「診療情報提供書」の記入

_画像 (CDフィルム)、・
・・ ■..  検査結果等を提供

※予約調整は、患者さんと

直接させていただきます

手続き説 明

申込書 予約票

の送付
(FA× 郵送)

・ 1人 (1事例)1回 あたり21,000円 (消費税込)|
(料金 |よ金額自己負担)|

・相談時間は、1人 (1事例)1回あたり40分以内 |

聰聰国 鑽鐵国無運纏炒圏翁

日時 :平成23年 10月 1日 (土)14:00～ 17:00
場所 :奈良県立医科大学 厳橿会館 (3階大ホール )

テーマ :「在宅医療を支えるシステム」
多数の方の参力0をお待ちしております。

編集・発行 奈良県立医科大学附属病院 地域医療連携宇 TEL 0744 22 3051(代 表 )OXX 0744 23 9923
URL httpノ/ww‐naramed― u.ac.jp/～hp/

一

間しヽ合わせ先

◆セカンドオピニオン外来専用

午後 2時～午後 5時

0744-29-8880

◆地域医療連携室

0744-22-3051
内線 3150

※こちらで |よ 予約受付は

おこなつておりません


